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「先にガリラヤへ行く」

（マルコ14:27～31）

挽地茂男
2019.7.28 日本基督教団・千歳丘教会

樋野興夫先生講

演会〈がん哲学と

人生〉が来週に迫

っ て ま い り ま し

た。樋野先生は立

花隆氏との対談の

中でこう言ってお

られます。「私は『がん哲学外来』

を始めてから、末期のがん患者さ

んと接し、自分自身の人生なんか

甘っちょろく見えてきて、がん患

者さんでないと一人前ではないよ

うな錯覚に陥ることもあります

よ」（『がん哲学』139頁）。この発

言は初期の著作で、しばしば繰り

返されます。別の本ではこうも言

われます。「がん患者に接して分

かるのは、自分が一人前の人間で

はないということです。未熟な人

間と思います。『まだ、がんにも

なっていないのか』と言う感じで

す。がんになったほうが立派な人

間に見えてきます。／そういう意

味で、我々は偉そうなことを言っ

ても未熟です。がん患者に接して

いると、自分の毎日の生活の嫌な

ことなど、どうでもよくなります

ね。自分の周りのことで一喜一憂

するのが恥ずかしくなりますね。

苦労した人間と接すると成長する

というのは、そういうことでしょ

うね。自分自身が未熟だなって、

思うようになりま

すよ」(『がん哲

学から人生を読み

解く』72頁 )。で

すからこのような

言 葉 も 出 て き ま

す。「患者さんを尊敬できないよ

うな医者はダメだと、私は常々思

っています。医学部の学生や若い

ドクターにもよくそう言います。

実際、がんの患者さんの姿に人間

としての自分の未熟さを知る、か

なわないと思うときがあるからで

す。尊敬の念とは、そこから生じ

るものです。／と

くに心打たれるの

は、静思している

患 者 さ ん の 姿 で

す。なぜならその

境地に至るまでの

道のりは決して平

坦なものではないからです」(『が

ん哲学外来の話』86-87頁)。
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本日の聖書の箇所で主イエス

は、「弟子たちの躓き」を預言し

ます。そして物語が進んでいって

弟子たちが主イエスを否認した

り、躓いたりする姿を見て「ああ、

なんて愚かな人たちなんだろう」

とまずは思うのです、わたしたち

は。しかしそれだけでいいでしょ

うか。少し視点を変えて、弟子た

ちを「苦労した人たち」という視

点から見ることはできないでしょ

うか。主イエスについていくこと

は、とても大変なことだったと思

います。決して平坦ではない道を

歩んできたと思うからです。イエ

ス・キリストは、まだ、社会的な

認知を受けた成功者ではありませ

んでした。イエス・キリストを創

始者とする伝統ができあがってい

たわけでも、盤石な組織ができあ

がっていたわけでも、莫大な経済

的バックグラウンドを持っていた

わけではありませんでした。ただ

その教えと人格に対する信頼だけ

が弟子たち

を支えてい

たのです。

もちろん、

主イエスが

何か事を成し遂げたときには、自

分たちもイエスの右に左にと、重

要な幹部職に就けると浅はかな夢

を見た弟子たちもいましたが、そ

れも確実な根拠のある夢ではあり

ませんでした。なのに、よくも弟

子たちは、エルサレムまで同行し

てきたと思います。しかし弟子の

一人であったユダは、主イエスに

見切りをつけたのだと思います。

エルサレム神殿経済共同体に立ち

向かう主イエスの姿に、神殿境内

で「祈りの家」を「強盗の巣」に

している商人たちを追い出してい

る姿に、また、ガリラヤ訛のある
なまり

言葉を恥じることもなく首都エル

サレムの最高議会のお歴々に論戦

を挑むその姿に、一時、かつての
い つ と き

旧約の預言者の姿を重ねてその信

仰と勇気に感嘆を覚えたとして

も、ついに、その巨大な太陽に立

ち向かっていく蜂のような姿に、

将来を見切ったのです。それでも

まだ、彼らの中には「たとえ、御

一緒に死なねばならなくなって
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も、あなたのことを知らないなど

とは決して申しません｣(v.31)と

言う弟子たちも残っていました。

しかしついに、彼らに命の危険が

迫ってきます。彼らはその言葉と

は裏腹に、命惜しさに逃げてしま

います。しかし逃げたとしても、

「卑怯者」として、わたしたちは

簡単に彼らを責めることができな

いように思います。逃げるのがふ

つうだと思います。自分の命を投

げ出すことの出来る人物など早々

にいるはずがありません。

しかし不思議なのは、そんなふ

つうの人たちが、挫折の後、再度、

立ち直ってくるのです。しかも、

今度は、自分の命までかけて、イ

エス・キリストを伝える人になっ

てくる。この変貌ぶりはただ事で

はありません。ちょっとした意識

の転換で、起きるような事態では
こ と

ないのです。これはやはり大変な

ことが起きているとしか考えられ

ないのです。死んだはずの教祖の

ことを、今度は、自分たちの命を

かけて伝えているのです。何が弟

子たちをそうさせたのか、「新約

聖書の謎」と呼ばれる事柄です。

「復活があったから」と簡単に言

ってしまわないように今日はした

いと思います。

さてわたしたちは先週までルカ

による福音書１５章の「失われた

もの」のたとえを読んできました。

その中心は「放蕩息子」のたとえ

でした。それは、わたしたちが受

難物語で主イエスを捨てていく弟

子たちの姿を読むときに、「失敗

した愚かな弟子たち」という視点

だけではなく、つまり「放蕩息子」

で言えば、親と故郷を捨てて遠い

国で敗残してしまった息子を「情

けないやつ」と見る視点だけでは

なく、その息子を慈しみ、帰りを

待つ父親の視点を忘れないように

したいからです。神は自分に背を

向けた者を待っておられる神なの

です。その父親の視点を持つとき、

今日出てくる「ガリラヤ」のもつ

意味が理解されてきます。〔それ

については後ほど扱います。〕

さて時は過越祭（＋除酵祭）で
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す 。 祭 り

の 賑 わ い

に 紛 れ る

よ う に し

て 、 ユ ダ

ヤ 人 の 宗

教 指 導 者

た ち は イ

エ ス の 暗

殺 を 画 策

し て い ま

し た 。 エ

ル サ レ ム

神 殿 の 周

り に は 屠

られる過越の小羊が、多いときに

は２万頭も集められていました。

都を取り巻いていた小羊の声の残

響が今も残っているようです。主

イエスの受難物語の全体は、暗殺

の緊迫感と祭のエネルギー（過越

祭・除酵祭）に覆われています。

つまり。イエス暗殺の〈策謀〉と

過越の小羊の〈屠殺〉がこの物語

の背景です

主イエスが弟子たちと過越の食

事をしているときも、ユダは主イ

エスを引き渡す機会を狙っていま

した(14:10-11)。チャンス到来で

す。食事を終えて主イエスと弟子

たちは、祭で賑わうエルサレム城

内からオリーブ山へと移動したの

です。暗殺を企てる者にはチャン

ス到来です。ユダは夜陰に紛れて、

取り方を手配するために、姿を消

したのでした。

いつもならエルサレムをあとに

して、夜は、ベタニアに宿を取る

はずの主イエスが、この夜、ベタ

ニアには帰らずオリーブ山に行か

れたのは、ついに時が来たことを、

主イエスは――預言者たちと同じ

死を――覚悟していたからです。

この後に続く「ゲツセマネの祈り」

の記事とともに、主イエスの中で

は受難の接近が確実に自覚されて

いたのです。主イエスは、しばら

く後に起ころうとしてる〈イエス

の逮捕〉から始まる愁嘆場に弟子

たちが耐えられないことは分かっ

ていました。旧約の預言をひいて

主イエスはこう語ります。２７節。

「14:27 イエスは弟子たちに言わ

れた。「あなたがたは皆わたしに

つまずく。『わ

たしは羊飼いを

打つ。すると、

羊は散ってしま

う』／と書いて

あるからだ。」

スルバラン「神の小羊」

預言者ゼカリヤ（システィーナ天井画）
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こ の 言 葉

は、ゼカリ

ヤ書１３章

７節の言葉

です。

ゼカリヤ書の言葉に少しとどま

ることで、主イエスの意図が明確

になります。引用されている旧約

聖書ゼカリヤ書１３章７節の言葉

はこうなっています。「ゼカ13:7

剣よ、起きよ、わたしの羊飼いに

立ち向かえ／わたしの同僚であっ

た男に立ち向かえと／万軍の主は

言われる。羊飼いを撃て、羊の群

れは散らされるがよい。わたしは、

また手を返して小さいものを撃

つ。」ゼカリヤ書で言う「羊飼い」

とは偽りを預言する預言者のこと

で、この偽りの預言者を「彼の父

母が刺し貫く」と、預言者ゼカリ

ヤを通して主は言われるのです。

偽りの預言者集団のリーダーであ

る預言者(羊飼い)――もちろん主

イエスは偽りの預言者ではありま

せんが預言者(羊飼い)――を撃つ

とその弟子たち(羊)は散らされる

ことになります。こうしてゼカリ

ヤ１３章８節。「ゼカ13:8 この地

のどこでもこうなる、と主は言わ

れる。三分の二は死に絶え、三分

の一が残る｡｣そして、この残った

三分の一を、主なる神は、特別な

意図を持って取り扱うと言われる

のです。ゼカリヤ書１３章９節ａ。

「13:9 この三分の一をわたしは

火に入れ／銀を精錬するように精

錬し／金を試すように試す。」つ

まりかつて偽りの預言者の弟子た

ちであった者たちの真価を問うこ

とによって、真の弟子を残そうと、

主なる神は考えておられる、とい

うのです。ゼカリヤ１３章９節ｂ。

「彼がわが名を呼べば、わたしは

彼に答え／「彼こそわたしの民」

と言い／彼は、「主こそわたしの

神」と答えるであろう。」ゼカリ

ヤ書に照らしてみると、弟子たち

のつまずきについての主イエスの

予言のもう一つの側面が見えてき

ます。主イエスの視野の中には、

「真の弟子集団」を精錬・吟味し

獲得する意図があったのではない

でしょうか。主イエスは、真の弟

子を必要としておられたのです。

さて、わたしたちが今読んでい

る箇所には、もう一つ気になる言

ヒエロニムス・ボツシュ「キリストの逮捕」
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葉 が 出 て

き ま す 。

次 の 言 葉

です｡２８

節｡｢14:28

しかし、

わたしは復活した後、あなたがた

より先にガリラヤへ行く。」主イ

エスはガリラヤで弟子たちを待つ

というのです。ガリラヤでの再会

を約束する言葉がもう一箇所あり

ます。それも見ておきましょう。

１６章７節の復活の朝、空の墓で

女たちが告げられた言葉です。「で

すから行って、お弟子たちとペテ

ロに、『あの方は、あなたがたよ

り先にガリラヤへ行かれる。かね

て言われたとおり、そこでお目に

かかれる』とそう言いなさい。」

復活した主イエスとガリラヤで会

えるというのです。復活した主イ

エスが弟子たちや人々の前に姿を

現すことを復活顕現と言います

が、復活顕現の場所については、

福音書の間で、異同が見られます。

マルコ福音書では今読みましたよ

うに、復活のイエスはガリラヤで

再会すると言われているように、

ガリラヤ顕現なのです。

マタイ福音書も、基本的に主イ

エスがガリラヤで再会を果たすと

されるガリラヤ顕現なのですが、

空の墓で天使からメッセージを告

げられた婦人たちが弟子たちにそ

のメッセージを伝えに行く途中

で、彼女たちに主イエスが現れま

す。つまりマタイ福音書では、エ

ルサレム顕現が追記されているの

です。つまりマタイは、エルサレ

ム顕現(婦人たちに)＋ガリラヤ顕

現(弟子たちに)の形を取っている

のです。マタイ福音書２８章６－

１０節。「28:5 すると、御使いは

女たちに言った。「恐れてはいけ

ません。あなた

がたが十字架に

つけられたイエ

スを捜している

のを、私は知っ

ています。マタ

28:6 あの方は、

ここにはおられ

ない。かねて言われていたとおり、

復活なさったのだ。さあ、遺体の

置いてあった場所を見なさい。28

:7 それから、急いで行って弟子

たちにこう告げなさい。『あの方

は死者の中から復活された。そし

て、あなたがたより先にガリラヤ

に行かれる。そこでお目にかかれ

「あの方はここにはおられない」

ガリラヤ湖（山から見下ろす）
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る。』確かに、あなたがたに伝え

ました。」マタ28:8 婦人たちは、

恐れながらも大いに喜び、急いで

墓を立ち去り、弟子たちに知らせ

るために走って行った｡28:9 する

と、イエスが行く手に立っていて、

「おはよう」と言われたので、婦

人たちは近寄り、イエスの足を抱

き、その前にひれ伏した。28:10

イエスは言われた｡｢恐れることは

ない。行って、わたしの兄弟たち

にガリラヤへ行くように言いなさ

い。そこでわたしに会うことにな

る。」そしてガリラヤに帰った弟

子たちは、主イエスが指示してお

られた山に登り、そこで主イエス

と再会します。マタイ２８章１６

－１７節。「マタ28:16 さて､十一

人の弟子たちはガリラヤに行き、

イエスが指示しておかれた山に登

った。28:17 そして、イエスに会

い、ひれ伏した……」。マタイは

ガリラヤ顕現を基本にしてエルサ

レム顕現をプラスして語ります。

ルカ福音書はエルサレム顕現で

す。ガリラヤ顕現を語りません。

エルサレム

からエマオ

〔エルサレ

ムから約11

km〕に向か

う２人の弟子と道中を共にしてき

た旅人を、２人が無理に引き留め

その夜共に泊まる宿屋を決めて、

食事の席でその旅人がパンを割く

と、弟子たちの目が開かれて、そ

の人が単なる旅人ではなく主イエ

スご自身であると分かります。し

かし分かると同時に、主イエスの

姿は見えなくなってしまいまし

た。２人は急いで、エルサレムに

とって返します。ルカ福音書２４

章３３－３６節。「24:33 そして、

時を移さず出発して、エルサレム

に戻ってみると、十一人とその仲

間が集まって、24:34 本当に主は

復活して、シモンに現れたと言っ

ていた。24:35 二人も、道で起こ

ったことや、パンを裂いてくださ

ったときにイエスだと分かった次

第を話した。24:36 こういうこと

を話していると、イエス御自身が

彼らの真ん中に立ち、『あなたが

たに平和があるように』と言われ
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た。」

ヨハネ福音書はエルサレム顕現

＋ガリラヤ顕現の形を取っていま

す。ヨハネ２０章では、エルサレ

ムにいたマグダラのマリア、そし

て弟子たちにと、順次顕現します。

ヨハネ福音書は２０章でいったん

終わっています。いったん終わっ

た福音書に、２１章が後から追加

されています。ですから一般的に

２１章をヨハネ福音書の「付録」

と呼びます。「附

録」ですが、本

編に劣らず大切

な附録です。こ

の２１章にガリ

ラヤに顕現した

主イエスと弟子

たちの姿が描かれます。弟子たち

がガリラヤ湖で漁をしている最中

に、主イエスが顕現します。そし

て漁を終え岸に上がって食事を共

にした後、主イエスはペトロと向

かい合い、彼のキリストに対する

愛を確かめた上で、「わたしの羊

を飼いなさい」とペトロの務めを

再確認するのです。

主イエスは、エルサレムとガリ

ラヤのどちらに現れたのでしょう

か。おそらくどちらにも現れたの

でしょう。福音書の復活の物語は、

伝承が伝わっていく際の生々しい

不整合さが残っています。しかし

そこにこそ主イエスの復活のリア

リティが垣間見えます。復活の物

語が作り話(作文)であれば、もっ

と整合的なつじつまの合う話にな

ったことでしょう。まだ統合され

ない段階の復活伝承に、福音書の

記者たちはそれぞれ出会ったので

した。どこに意味の中心を置いて

福音書を執筆するか。ルカはエル

サレムから世界へ地の果てへと向

かっていく世界宣教の出発点とし

てのエルサレムの重要性を、エル

サレム顕現を通して主張します。

マルコはガリラヤ顕現の予告を通

して、弟子たちのガリラヤ、信仰

におけるガリラヤの重要性を主張

しています。マタイとヨハネはエ

ルサレム顕現とガリラヤ顕現のバ

ランスを取って執筆しています。

それぞれに復活のもっているイン

パクトと意味が表現されていま

す。

ではマルコにとってガリラヤ顕

現あるいは「ガリラヤ」とは、何

を意味しているのでしょうか。こ

のとき重要なのは顕現場所に関す

る歴史的推測ではなく、弟子たち
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にとって「ガリラヤ」のもってい

る意味です。「ガリラヤ」は弟子

たちが始めて主イエスに出会った

場所です。また「ガリラヤ」は弟

子たちの信仰が始まった場所でも

あります。そして「ガリラヤ」は

弟子たちが召命を受けた場所で

す。かれらの信仰の原点、それが

「ガリラヤ」です。「放蕩息子」

の話と重ねて考えましょう。「放

蕩息子」の故郷は父親が待ってい

るところ。彼が我に返って帰って

いくところ。ガリラヤは弟子たち

が帰っていくところ。彼らの信仰

が始まった信仰の原点、それは同

時に彼らの信仰が再び始まるとこ

ろ、信仰が再生するところです。

彼らの信仰のふるさと。主イエス

が彼らを待っておられるところな

のです。弟子たちがガリラヤで再

び主イエ

スに出会

うとき、

主は再び

「わたし

についてきなさい」と言われるで

しょう。そこから再び始まるので

す。信仰の原点から再び始まるの

です。わたしたちも信仰の原点に

立ち返るとき、新たな出発が待っ

弟子の召命「わたしについて来なさい」

ているのです。つたなくとも弟子

たちの信仰が始まったところ、そ

こがまた新たな出発点でもあるの

です。しかし、かつてと同じよう

であっても、やはりかつてとは違

った始まりなのです。

主イエスが弟子たちのつまずき

を予言されたとき、ペトロは自分

の弱さがまだ理解できていません

でした。自分だけは人とは違う、

と思っていたのです。自分の強さ

に自信があったのです。２９節。

「14:29 するとペトロが、「たと

え、みんながつまずいても、わた

しはつまずきません」と言った。」

ペトロの情熱も決意も、決してウ

ソではありません。ウソではない

のですが、自己認識が本物ではな

いのです。気持ちだけは理想を表

明します。しかし現実は、懸け離

れたところでその姿を露呈しま

す。１４章３０節。「14:30 イエ

スは言われた。『はっきり言って

おくが、あなたは、今日、今夜、

鶏が二度鳴く前に、三度わたしの

ことを知らないと言うだろう』。」

「はっきり言っておく」は原文で

は“ !Amh;n”(アーメン)という言

葉です。「本当です」「まことに」

「その通りです」という意味で、
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ふつう祈りや宣言の後につきま

す。その「アーメンが」冒頭に置

かれているのです。主イエスは断

定的な予告をしておられるので

す。ペトロの挫折が確実に起こる

ことと見ておられるのです。しか

しそれだけではありません。それ

がペトロにとって必要なこととし

ても、「アーメン」なこととして

も見ておられるのです。それはあ

の放蕩息子が、自由を享受してつ

いには挫折することが必然であっ

たのと同じなのです。そこから放

蕩息子は「我に返る」のです。本

物の自己認識に至るのです。本当

の自分を突きつけられる。それは、

銀や金が「火に入れ」られ「精錬」

され「試され」て鍛えられるのと

同じなのです。

ペトロは自分の意志の強さに自

信があったのでしょう、強固な意

思表明を見せています。それとも、

一旦「つまずきません」と言い出

した手前、もう後に戻ることが出

来なかったのでしょうか。３１節。

「14:31 ペトロは力を込めて言い

張った。『たとえ、御一緒に死な

ねばならなくなっても、あなたの

ことを知らないなどとは決して申

しません。』皆の者も同じように

言った。」しかしこの決意がどれ

ほどもろく崩れ去るかを、わたし

たちは知っているのです。この弟

子として素直で健気なペトロの反
け な げ

応は、実は、主イエスの言葉を否

定しているのです。主イエスの予

告よりも自分の決意の方が確実だ

としているのです。自分の決意の

強さがそのまま現実になると思っ

ているのです。彼は死の覚悟を表

明しました。勇気ある素晴らしい

表明かも知れません。しかし彼は、

死の恐怖がどれほどのものかを知

らないのです。ペトロの過信（自

分への過剰な信頼）こそが、素直

で健気に見える反応の問題点なの
け な げ

です。

放蕩息子は「我に返り」ました。

すでにその物語を読んだときに見

たように、彼が「我に返る」こと

は「父に帰る」ことと重なってい

ました。ペトロも「我に返る」(自

分自身に来る[ルカ15:17]＝本当

の自分に返る)ことが必要なので
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す。放蕩息子は父の許に帰りまし

た。ペトロはどこに帰るのでしょ

う。それがマルコ福音書の「ガリ

ラヤ」が持っている意味なのです。

２８節「14:28 しかし、わたしは

復活した後、あなたがたより先に

ガリラヤへ行く。」そこで主イエ

スは待っておられるのです。父親

が弟息子を捜すような思いで待っ

ていたのと同じように、主イエス

も、捜すような思いで弟子たちを

待っておられるのです。ペトロを

だけでしょうか。いいえ他の弟子

たちも同じです。主イエスを売り

渡したあの弟子でさえ、待ってお

られるのです。帰ってくる者を、

主イエスは放蕩息子の父親のよう

に受け入れられるのです。主イエ

スは弟子たちのつまずきを予言し

ました。しかし主イエスは、弟子

たちを捨てないのです。では、弟

子たちはガリラヤの主イエスの許

に、どのような顔をして戻れたと

いうのでしょうか。「もうあなた

の弟子と呼ばれる資格はありませ

ん」と告白したのでしょうか。分

かりません。しかし弟子たちがガ

リラヤに立ち返ったことだけは確

かでしょう。しかし一人の弟子は

ついに、帰ってきませんでした。

ユダはガリラヤに戻って来なかっ

たのです。マタイによる福音書は、

彼がエルサレムで悲痛な自死を遂

げたと伝えます(27:5)。

ガリラヤでの主イエスとの再

会。そこではあのゼカリヤ書１３

章９節ｂの言葉が現実となるので

す。「彼がわが名を呼べば、わた

しは彼に答え／「彼こそわたしの

民」と言い／彼は、「主こそわた

しの神」と答えるであろう。」

受難の最中にも、主イエスは弟

子たちを訓練されていたのです。

自分の決意の強さがそのまま現実

になるという思いこみが、失敗に

終わる。そのことによって自分へ

の過信が打ち砕かれます。弟子た

ちはその強固な意思表明とは裏腹

な為体を露呈するのです。しかし
ていたらく

その時こそ、十字架の意味が深く

理解されてくるのです。そして彼

らは、自分たちの出会うべき方、
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信頼すべき方、従うべき方を確認

するのです。

では一方、弟子たちにとって〈エ

ルサレム〉とは何であったのでし

ょうか。そこで彼らは、リーダー

を失って、自立を余儀なくされま

した。その時、十字架から復活に

至る一連の出来事が、彼らへのメ

ッセージと成ったのです。十字架

の赦しと、復活の希望。彼らの「自

立」は、今や、復活の主イエスと

共にその意味を刷新されるので

す。なぜ初代教会はエルサレムに

設立されたのでしょうか。弟子た

ちが一旦ガリラヤに戻った後エル

サレムに上ったとしたら、自分た

ちのリーダーを殺した城市に帰っ
ま ち

たとしたら、彼らを支えていたの

は、今や復活したその方にかけた

希望以外にないでしょう。そして

そこから、ルカ文書(ルカ福音書

・使徒言行録)が伝えるように、

主イエスの遺志を完遂するための

活動が世界に向けて力強く始まっ

ていったのです。

わたしたちもガリラヤに帰りま

しょう。主イエスの待っておられ

る所、放蕩息子を待っていたあの

父親のように、わたしたちを待っ

ておられる主イエスの許に帰りま

しょう。失敗があれば、失敗を通

してより深く十字架を理解させて

頂きましょう。いつも信仰の原点

に返りつつ、出会うべき方、信頼

すべき方、従うべき方を確認して、

わたしたちも自分のエルサレムに

打って出ましょう。新しい一週間

の歩みも、主が共にてくださるよ

うに。祈りましょう。

2019.7.28 日本基督教団・千歳丘教会
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14:27 イエスは弟子たちに言われ

た。「あなたがたは皆わたしにつ

まずく。『わたしは羊飼いを打つ。

すると、羊は散ってしまう』／と

書いてあるからだ。

14:28 しかし、わたしは復活した

後、あなたがたより先にガリラヤ

へ行く。」

14:29 するとペトロが、「たとえ、

みんながつまずいても、わたしは

つまずきません」と言った。

14:30 イエスは言われた。「はっ

きり言っておくが、あなたは、今

日、今夜、鶏が二度鳴く前に、三

度わたしのことを知らないと言う

だろう。」

14:31 ペトロは力を込めて言い張

った。「たとえ、御一緒に死なね

ばならなくなっても、あなたのこ

とを知らないなどとは決して申し

ません。」皆の者も同じように言

った。

14:27 Kai; levgei aujtoi'" oJ !Ihsou'" o{ti

Pavnte" skandalisqhvsesqe, o {ti

gevgraptai, Patavxw to;n poimevna, kai;

ta; provbata diaskorpisqhvsontai.

14:28 ajlla; meta; to; ejgerqh'naiv me

proavxw uJma'" eij" th;n Galilaivan.

14:29 oJ de; Pevtro" e[fh aujtw'/, Eij kai;

pavnte" skandalisqhvsontai, ajll! oujk

ejgwv.

14:30 kai; levgei aujtw'/ oJ !Ihsou'",

!Amh;n levgw soi o{ti su; shvmeron

tauvth/ th'/ nukti; pri;n h] di;" ajlevktora

fwnh'sai triv" me ajparnhvsh/.

14:31 oJ de; ejkperissw'" ejlavlei, !Ea;n

devh/ me sunapoqanei'n soi, ouj mhv se

ajparnhvsomai. wJsauvtw" de; kai ;

pavnte" e[legon.


